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都市再生整備計画事業　事後評価シート

狭山市駅周辺地区

平成２５年３月

埼玉県狭山市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 26.3ha

交付期間 0.4

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし ●

あり

なし

あり ●

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

数　　値

H24

 １）事業の実施状況
歩行者専用道路2号は、市民広場整備の一部に変更
狭山市駅霞野線計画幅員外は交番移転先になったことから削除

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

当初計画
から

削除した
事業

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

道路（歩行者専用道路1号、歩行者専用道路2号、狭山市駅霞野線計画幅員外、狭山市駅霞野線、（仮称）新都市線、区画道路1号（再開発事業区域内）、区画道路2号（再開発事業区域内）、区画道路3号（再開発
事業区域内）、主要区画道路3号、区画道路２号、区画道路３号、狭山市駅上諏訪線、狭山市駅東口駅前広場、市道幹第67号線、市道A第505号線）
地域生活基盤施設（緑地２、市民広場、街角広場、A棟公共駐車場、A棟公共駐輪場、B棟公共駐輪場、情報案内板）
高質空間形成施設（歩行者専用道路1号、歩行者専用道路2号、狭山市駅霞野線計画幅員外、狭山市駅霞野線、（仮称）新都市線、区画道路1号（再開発事業区域内）、区画道路2号（再開発事業区域内）、区画道
路3号（再開発事業区域内）、狭山市駅上諏訪線、狭山市駅東口駅前広場、市道幹第６７号線）
高次都市施設（（仮称）市民情報交流センター、（仮称）総合子育て支援センター、ペデストリアンデッキ、狭山市駅東西自由通路）

従前値 目標値

東西自由通路利用者
数

人／日 5,320 H19 6,500

市道幹第67号線(第2工区)は、一体的な整備をするため。
モニュメントは、広場の整備に合わせ設置が求められたため。
シェルターは、ペデストリアンデッキのエスカレーターへのシェル
ター設置について強い市民要望に対応するため。

市民からの強い要望に応えるため追加した

目標
達成度

△

H24

H24

11,880

H20　4,307
H21　4,290
H22　4,005
H23　5,189

影響なし

1年以内の
達成見込み

5,683

効果発現要因
（総合所見）

平成25年9月下旬

居住人口 人 11,493 H19 11,700

190,000

指標２

西口駅前公益施設の
利用者数

平成25年8月末○200,052

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
目標値

狭山市駅周辺の安全
性、快適性の向上

― ―

交付期間
の変更

その他の
数値指標２

その他の
数値指標1

指標1

指標３ 人／年

従前値

142,353 H18

72%

地域創造支援（狭山市駅橋上駅舎、産業労働センター、市民サービスコーナー、（仮称）男女共同参画センター）
事業活用調査（事業効果分析事業）
まちづくり活動推進（たまり場ショップ開設、まちづくり啓発、まちづくり組織支援、まちブランド、観光開発、まちPR、ふれあいコンサート、思い出タイル制作）

新たに追加し
た事業

道路（市道幹第67号線(第2工区)）地域生活基盤施設（ポケットパーク、街区
公園）
高質空間形成施設（市道幹第67号線（第2工区）、モニュメント設置、シェル
ター設置）

地域創造支援（公衆トイレ設置）

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

基盤整備により、駅周辺の機能向上が図ら
れ、満足度に反映された。

％

目標
達成度※１

1年以内の
達成見込み

○

フォローアップ
予定時期

効果発現要因
（総合所見）

交付対象事業費

東西自由通路及び東西駅前広場等の整備
により、安全性、快適性の向上が図られた
が、駅乗降客数の減もあり、目標には達し
なかった。しかし、駅前広場の整備により、
朝夕の通勤・通学者が利用する時間帯に
おける渋滞等が無くなったことで、今後、乗
降客や駅周辺施設利用者の増加が期待で
きる。

再開発事業を核とする駅周辺の基盤整備
により、住環境が向上し、まちの魅力が増し
たことが、地区内の人口増加に繋がったと
考える。

市民提言を活かした公益施設整備が、周
辺の基盤整備と相乗効果を生み集客効果
につながっている。特に、市民交流センター
内の総合子育て支援センターにおける親子
交流スペースの利用者数は非常に多く、市
外からの利用者も増加している。

平成25年4月末

両事業とも市民団体による自発的な活動が定着しつつあることか
ら、補助対象から外し、関連事業に位置づけた

影響なし

影響なし

影響なし

○

事業名

道路（歩行者専用道路2号、狭山市駅霞野線計画幅員外）

まちづくり活動推進（まちづくり組織支援事業、ふれあいコンサート事業）

数　　値

平成20年度～平成24年度

なし

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

指　標
フォローアップ

予定時期

国費率平成20年度～平成24年度 平成24年9月～平成25年2月事後評価実施時期

埼玉県 市町村名 狭山市 地区名

8,743百万円

狭山市駅周辺地区



 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

● ５）実施過程の評価

・狭山市のシンボル・中枢拠点としてふさわしい駅前整備がされ、地域活性化に向けての機運が高まっている。
・市民広場、街角広場等の整備により、河岸段丘による美しい景観を備えた、緑とふれあう憩いの空間ができたことで、まちのイメージアップが図られた。
・橋上駅舎化、東西自由通路の整備により、狭山市駅改札前で、滞留・待合をすることができるようになった。
・都市計画道路等の一体的な整備により、回遊性のある歩行空間と広場整備による快適な住環境が整った。
・駅周辺の整備により、歩行者と車両が分離されたことで、安全性と快適性の向上が図られた。
・建物の不燃化が図られ、防災性の高い、安全なまちが確保された。
・交流促進を図る公益施設の整備により、まちの賑わいが創出され、中心市街地の活性化に寄与している。

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

・市道幹第67号線（中央図書館前通り）のコミュニティ道路事
業決定に係る意向確認・仕様決定
・ポケットパークの整備に係る仕様決定
・ソフト事業実施の際に商店会等によりワークショップを実施

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

モニタリング 狭山市駅東西自由通路利用者数の計測

引き続き、商工会議所や自治会、他の団体等と連携し、商店会や地域住
民が主体となり継続的な活動が実施されるように努める。

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

実施内容
都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

今後の対応方針等実施状況



様式２－２　地区の概要

単位：　人／日 5,320 H１９ 6,500 H２４ 5,683 H２４

単位：　　人 11,493 H１９ 11,700 H２４ 11,880 H２４

単位：　人／年 142,353 H１８ 190,000 H２４ 200,052 H２４

単位： H H H

まちづくりの目標 目標を定量化する指標

居住人口

東西自由通路利用者数

西口駅前公益施設の利用者数

狭山市駅周辺地区（埼玉県狭山市）　まちづくり交付金の成果概要

従前値

まちの課題の変化

・都市機能の集積を行い、狭山市駅西口地区市街地再開発事業により産業労働センター、（仮称）市民情報交流センターを整備し、併せて狭山市駅の橋上駅舎化と東西自由通路を整備したことで、魅力的な賑わいのあるシンボルエ
リアとなった。今後は、引き続き、新都市機能ゾーン未整備地（中央公民館等跡地）の活用方針を早期に決定し、再開発事業と一体的な土地活用が図れるよう取り組んでいく必要がある。
・建物の不燃化が図られ、防災性の高い、安全なまちが確保された。
・都市計画道路等の整備により、駅へのアクセスが容易となり、安全で快適な歩行空間が確保されたが、回遊性の誘因となる散策路の整備が必要となっており、更に、交通手段として有用性が再評価されている自転車の走行空間
の確保も検討する必要が生じている。
・市民広場、街角広場については、市民の憩いの場とするだけでなく、賑わいの創出を図るためイベントを継続して実施していく仕組み作りが必要となる。
・公共施設・公益施設等の整備が商店会の活性化につながっていないことから、街の賑わい創出に向けた取組みが必要である。

目標値 評価値

大目標　　人と語らい　緑とふれあう　にぎわいと調和のまちづくり
　　目標①　市の中枢拠点（玄関口）にふさわしい、公共施設や商業機能などが立地する質の高い駅周辺
　　　　　　　都市空間の整備を図ることで、市民がまちを誇れる快適な環境整備を目指す。
　　　　　②　河岸段丘による地形の広がりの中で繰出される美しい景観を備えた、緑とふれあう憩いの空間
　　　　　　　整備を目指す。
　　　　　③　安全で安心して歩ける空間の改善を図るとともに、駅の橋上化に伴う東西自由通路の整備に
　　　　　　　より、市民交流の促進を目指し、「出会い」と「魅力」にあふれる調和のとれたまちづくりを目指す。

■道路・高質空間形成施設    

 ・狭山市駅上諏訪線 

■道路・高質空間形成施設 市道幹第６７号線 

■道路   ・主要区画道路３号 

                ・区画道路２号  

                 ・区画道路３号 

○狭山市駅西口第一種市街地再開発事業 

■地域生活基盤施設   緑地２ 

■道路   市道A第５０５号線 

 

○狭山市駅東口土地区画整理事業 

□地域創造支援施設   狭山市駅西口駅前公衆トイレ 

□地域創造支援施設   狭山市駅橋上駅舎 

■高次都市施設  狭山市駅東西自由通路 

■道路・高質空間形成施設    

 ・市道幹第６７号線（第２工区） 

■道路・高質空間形成施設 

 狭山市駅東口駅前広場 

■道路・高質空間形成施設 狭山市駅霞野線 

□まちづくり活動推進事業 

 ・たまり場ショップ開設事業 

 ・まちづくり啓発事業 

  ・まちブランド事業 

 ・観光開発事業 ・まちＰＲ事業   

  ・思い出タイル制作事業 

□事業活用調査 

 ・事業効果分析事業 

○まちづくり組織支援事業 

○ふれあいコンサート事業 

■地域生活基盤施設 

 情報案内板設置事業 

○新都市機能ゾーン整備事業 

■地域生活基盤施設 ポケットパーク 

■地域生活基盤施設  

・街角広場  ・街区公園 

 

■道路・高質空間形成施設 （仮称）新都市線 

西武新宿線 

（再開発事業区域内） 

□地域創造支援施設 

 ・産業労働センター  ・市民サービスコーナー 

 ・（仮称）男女共同参画センター 

（再開発事業区域内） 

■道路・高質空間形成施設  

 ・区画道路1号 ・区画道路2号 ・区画道路3号 

 ・歩行者専用道路1号 

■高質空間形成施設 

 ・モニュメント設置事業  

 ・シェルター設置事業  

■地域生活基盤施設 

 ・市民広場 ・A棟公共駐輪場 ・A棟公共駐車場 

 ・B棟公共駐輪場 

■高次都市施設 

 ・ペデストリアンデッキ  

 ・（仮称）市民情報交流センター（地域交流センター） 

 ・（仮称）総合子育て支援センター（子育て世代支援 

  活動センター） 

狭山市駅 

産業労働センター  （仮称）市民情報交流センター 

区画道路１・2号 市民広場 

狭山市駅上諏訪線 

市道A第505号線 市道幹第67号線（第2工区） 

シェルター設置 

駅舎・自由通路入口 

市道幹第67号線 

まちブランド・まちづくり啓発 思い出タイル 

東西自由通路 

狭山市駅霞野線 

狭山市駅東口駅前広場 

モニュメント 

情報案内板 



今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

＜中心市街地の賑わいの創出・持続＞
・狭山市駅周辺における回遊性の向上、イベントの開催、空き店舗の有効活用、情報発信など、さまざまな角度から利便性の確保・地域の活性化について検討し事業化を行う。
＜イベントの継続的な実施に向けた仕組み作り＞
・市民広場、街角広場等の継続的な利用を図るため、市は市民活動の活性化支援に努める。
＜新都市機能ゾーン未整備地の検討＞
・駅周辺の整備を活かした新たな拠点整備として公共施設等の跡地活用を検討する。
＜散策路の整備、自転車ネットワークの検討＞
・地区内整備完成後の維持管理、周辺道路網の整備を行い、散策路の整備、案内板の設置、サイクリングロードの活用等を検討する。


